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研究成果の概要（和文）：講義ビデオのWeb公開が増えているが、単に講義ビデオを流すだけでは、知的欲求や
学習意欲の低下等が懸念される。本研究では、学習者が講義ビデオを視聴しながら送信したテキストコメント
（TC）をそのタイミングと同期させて講義ビデオの画面上に流して共有できる機能が、この懸念を解消できると
考え、同機能の学習効果を検証した。
同機能を有したシステムを開発し、学習実験を行った結果、学習者が送信したTCは量・質ともに乏しく、講義ビ
デオの一部のショットで注目度は上昇するものの、課題遂行上、十分な知的刺激を与えることができなかった。
そこで、TCの量・質の向上を目指し、思考を発散・深化・収束させる新しい機能を提案した。

研究成果の概要（英文）：Higher education institutions increase learners’ chances of learning using 
lecture videos on the Web. However, there is concern that simply lecture videos viewing reduces 
learners’ intellectually appetite, challenging and so on. We consider that the concern will be 
solved by function that superimpose text comments sent by learners on the lecture video and crawl 
the comments from right to left on the video screen. In this study, we have investigated whether the
 function enhance learning effect.
We have developed a system with the function and performed learning experiments using the system. As
 a result of the experiments, we have verified that learners do not send the comments much and also 
do not send its that stimulate other learners intellectually. So, the leaner has not discussed 
contents of the lecture using the system with other learners. Therefore, we propose new function 
that learners send the comments following 3 steps: Brainstorming, Expand thinking, and Make 
conclusion.

研究分野： 教育工学，情報心理学

キーワード： 講義ビデオ　VOD　ソーシャルメディア　テキストコメント　共同学習　時系列データ　オープンエンド
な課題　注目度
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１．研究開始当初の背景 
 高等教育機関による講義ビデオの Web 公
開の機会が増えている。学習者は、Web 公開
された講義ビデオを視聴することで学習す
ることになるが、単に講義ビデオを流すだけ
では、臨場感のなさや知的欲求及び学習意欲
の低下などが問題視される。 
 一方で、一般的には、ユーザーが Web 公
開された動画を視聴しながら送信したテキ
ストコメントを、その送信したタイミングと
同期して動画の画面上に流す（以下、時系列
コメントと記す）機能を有するエンターテイ
ン メ ントと し ての動 画 配信サ ー ビ ス
（niconico 動画等）が普及しており、多くの
学生が利用している。 
 我々は、このエンターテインメントでの時
系列コメントが、教育・学習活動でも応用で
き、講義ビデオへの注目度や知的欲求、学習
意欲の向上に繋がる可能性があると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、講義ビデオに時系列コメ
ントを流した場合、視聴している学習者には
どのような学習効果や心理的影響があるか
について明らかにすることである。 
 しかしながら、エンターテインメントを目
的にした既存のサービスのように、教育的配
慮なしに時系列コメントを流せば、それを邪
魔に感じて逆効果になる可能性もある。教育
的配慮を考えると、講義ビデオのどのような
ショットで、どのようなコメントが流れれば
学習効果が高まるのか、また、低下するのか
といった知見は不足している。もしもこのよ
うな知見を蓄積することができるならば、教
育的配慮を視野に入れた時系列コメントの
制御システムの開発も可能であると考える。 
 そこで、まず、時系列コメントは、講義ビ
デオの再生に併せて流れるため、時系列に沿
って変化する連続した学習・心理データの分
析を行う。次に、分析により得られた知見を
基に、どのような講義シーンでコメントを促
進または抑制すべきか、フィルターにより制
御すべきコメントは何か、という２つの観点
から時系列コメントの制御方法を開発し、シ
ステムに導入する。 
 
３．研究の方法 
(1) 時系列コメントの分類と視聴者の印象

の調査 
 時系列コメントは、視聴者の印象／感性に
影響を与えるかどうかを調査するため、まず
は、エンターテインメントを目的とした既存
のサービスで公開されているビデオ映像に
入力された時系列コメントを分類する。そし
て、そのビデオ映像に対する時系列的な「面
白さ」のデータを調査し、どのような時系列
コメントが流れたときに「面白い」と感じる
かについて分析する。なお、「面白さ」の時
系列データは、研究代表者らが独自開発した、
ビデオ映像の印象／感性の度合いを連続し

た時系列データとして記録、グラフ化するシ
ステム「ERICA(Emotional/kansei Reaction 
Input-data Collector 、  reviewer and 
Analyzer)」を用いて調査する。研究開始当
初には、この分析の計画はなかったが、時系
列コメントを分析する上で重要な知見を得
ることができると考えたため、追加的に実施
した。 
 
(2) 講義ビデオの制作・編集 
 研究代表者が講義した録画済みの講義ビ
デオ、全 15 回分を編集する。また、講義ビ
デオを教授事象ごとに分割することで、各講
義シーンの教育的な役割を明確化する。 
 
(3) 時系列コメントを流すシステムの開発 
 講義ビデオの視聴者が入力・送信した時系
列コメントを、講義ビデオの画面上の右から
左へ流すシステムを開発する。同システムは、
Web ブラウザ上での動作を想定しており、教
育機関の教室でもアクセスできるように学
内システムとして開発する。また、同システ
ムをタブレット型端末でも利用できるよう
にすることで、学習者のアクセス性を高める。 
 
(4) 時系列コメント利用時の学習効果の検

証 
 時系列コメントが流れる講義ビデオで学
習した場合と、流れない講義ビデオで学習し
た場合とで、学習成果に差が生じるかを学習
実験により検証する。被験者を実験群と統制
群に分け、実験群では、時系列コメントの送
信と閲覧ができるようにする。両群にオープ
ンエンドな課題（解が一意に定まらない課題）
を与えて、そのでき具合を比較検証する。 
 
(5) 時系列コメント利用時の講義ビデオに

対する注目度の検証 
 時系列コメントが流れる講義ビデオで学
習した場合と、流れない講義ビデオで学習し
た場合とで、講義ビデオに対する注目度に差
が生じるかを学習実験により検証する。被験
者を実験群と統制群に分け、実験群では、前
述した(4)の学習実験で被験者が送信した時
系列コメントが流れる講義ビデオを視聴で
きるようにする。学習後、両群には講義ビデ
オの注目度を、ERICA を用いて再生の時間軸
に沿って入力させる。入力された両群の注目
度の時系列グラフを比較検証する。 
 
(6) 時系列コメントの制御システムの開発 
 上記(1)・(4)・(5)で得られた知見を基に
して、上記(3)のシステムに時系列コメント
の制御システムを導入する。どのような講義
シーンで時系列コメントを促進または抑制
すれば学習効果を高めることができるかを
明確にした上で、その実現を目指す。 
 
４．研究成果 
 「3. 研究の方法」で記述した(1)〜(6)に
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ントとの紐付けができたデータを収集でき
るなどの観点から、
ムとして開発できた

(4) 時系列コメント利用時の学習効果
証 

上記(2)で記述した
用いて学習させる実験を実施した
験者を実験群 9
群は、時系列コメントの送信と閲覧ができる
ように設定した
た課題に取り組ませ
課題でき具合は

考えつくか、また
きるかで決まってくる
な視点で思考できるかが
重要だからである
解決案と、列挙された
実験群と統制群で比較した
その結果、新しく提案された解決案の数は

実験群と統制群で差はないことが分かった
また、列挙された
多いことが分かった
の方がより多くの視点から問題解決に取り
組んでいることが分かった

実験直後に実験群を対象として実施した
アンケート調査では
にはならないが
う傾向にあることが分かった
系列コメントの数は
合わせても 48 件（解説編：

件、演習編：

図 1 時系列コメントを流すシステム

開発したシステムのスクリーンショット
。なお、開発したシステムは
タブレット型端末で

動作することは確認済みであるが
一部の特定の端末で不具合があることを確

 
時系列コメントを送信できるシステムは

エンターテインメントを目的として既に存
、学内システムとして開発し、

かつ、学習者の ID と送信された時系列コメ
ントとの紐付けができたデータを収集でき
るなどの観点から、学習を目的としたシステ
ムとして開発できたところに意義がある
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ように設定した。学習後、演習編で提示され
た課題に取り組ませ、提出させた
課題でき具合は、新しい解決案がどれだけ

また、MD をどれだけ多く列挙で
きるかで決まってくる。新しい発想と多角的
な視点で思考できるかが、MD

からである。そこで、
列挙された MD の数とについて

実験群と統制群で比較した。
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開発したシステムのスクリーンショット
開発したシステムは
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動作することは確認済みであるが
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エンターテインメントを目的として既に存

学内システムとして開発し、
と送信された時系列コメ

ントとの紐付けができたデータを収集でき
学習を目的としたシステ
ところに意義がある

時系列コメント利用時の学習効果
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実験直後に実験群を対象として実施した
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役にも立たないとい

う傾向にあることが分かった。送信された時
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エンターテインメントを目的として既に存

学内システムとして開発し、
と送信された時系列コメ

ントとの紐付けができたデータを収集でき
学習を目的としたシステ
ところに意義がある。 

時系列コメント利用時の学習効果の検

種類の講義ビデオを
名の被
、実験

時系列コメントの送信と閲覧ができる
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新しく提案された解決案の数は、
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の方がより多くの視点から問題解決に取り

実験直後に実験群を対象として実施した
時系列コメントは邪魔
役にも立たないとい

送信された時
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送信された
（「ふむふむ」等）と意見（「優柔不断かな？」
等）であ
立場に立った時系列
コメントを通じた議論もなく
ドな課題に取り組む上で十分な知的刺激を
与えることができなかったと推測できる
 この実験の成果は
は、学習者は時系列コメントをあまり送信し
ないということ
者の知的な刺激や欲求を促進するような
のはないという事実が明らかになったこと
である
解決に向けた仕組みを考える上で
義がある
 
(5) 時系列コメント利用時の講義ビデオに

対する注目度
 上記
用いて
目度を調査する
者を実験群
 ERICA
差があるかを検証するため
ョット（スライドに表示されている情報から
アニメーション設定により新たな情報が提
示されるまで）
比較検証した
系列グラフの例として
グラフを図
ショット数は
例編で
ある。
 比較検証
ショット
トで両群に注目度の
差が確認できた
制群の注目度が高かった
て解説するという教授事象
ントは
下げる
 具体例編では
で両群に注目度の

送信された時系列
（「ふむふむ」等）と意見（「優柔不断かな？」
等）であり、上記
立場に立った時系列
コメントを通じた議論もなく
ドな課題に取り組む上で十分な知的刺激を
与えることができなかったと推測できる
この実験の成果は
学習者は時系列コメントをあまり送信し

ないということ、
者の知的な刺激や欲求を促進するような
のはないという事実が明らかになったこと
である。この問題を把握できたことは
解決に向けた仕組みを考える上で
義がある成果といえる

時系列コメント利用時の講義ビデオに
対する注目度
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アニメーション設定により新たな情報が提
示されるまで）に
比較検証した。ERICA
系列グラフの例として
グラフを図 2に示す
ショット数は、解説編で
例編で 53 ショット

。 
比較検証の結果

ショット 37、及び
両群に注目度の

差が確認できた 3
制群の注目度が高かった
て解説するという教授事象
ントは、ショットの内容によっては
下げる可能性が示唆された
具体例編では、
両群に注目度の

時系列コメントの多くは
（「ふむふむ」等）と意見（「優柔不断かな？」

上記(1)で記述した制作者側の
立場に立った時系列コメントは
コメントを通じた議論もなく
ドな課題に取り組む上で十分な知的刺激を
与えることができなかったと推測できる
この実験の成果は、学習を目的とした場合
学習者は時系列コメントをあまり送信し

、送信したとしても他の学習
者の知的な刺激や欲求を促進するような
のはないという事実が明らかになったこと

この問題を把握できたことは
解決に向けた仕組みを考える上で

成果といえる。 

時系列コメント利用時の講義ビデオに
対する注目度の検証 

で記述した 3 種類の講義ビデオを
学習した際の、講義ビデオに対する注

実験を実施した
名と統制群 10

を用いて入力された両群の注目度に
差があるかを検証するため、講義ビデオをシ
ョット（スライドに表示されている情報から
アニメーション設定により新たな情報が提

に分割し、1 ショットごとに
ERICA を用いて入力された時

系列グラフの例として、解説編の平均時系列
に示す。なお、各講義ビデオの
解説編で 46 ショット

ショット、演習編で

の結果、解説編では
及び、ショット

両群に注目度の差が確認できた
3つの全てのショットで

制群の注目度が高かった。講義の内容につい
て解説するという教授事象では

ショットの内容によっては
可能性が示唆された。

、ショット 51
両群に注目度の差が確認できた

図 2

コメントの多くは、反応
（「ふむふむ」等）と意見（「優柔不断かな？」

で記述した制作者側の
コメントは0件であった

コメントを通じた議論もなく、オープンエン
ドな課題に取り組む上で十分な知的刺激を
与えることができなかったと推測できる。

学習を目的とした場合
学習者は時系列コメントをあまり送信し

送信したとしても他の学習
者の知的な刺激や欲求を促進するような
のはないという事実が明らかになったこと

この問題を把握できたことは、その
解決に向けた仕組みを考える上で、大きな意
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種類の講義ビデオを
講義ビデオに対する注

実験を実施した。24 名の被験
名に分けた。

を用いて入力された両群の注目度に
講義ビデオをシ

ョット（スライドに表示されている情報から
アニメーション設定により新たな情報が提

ショットごとに
を用いて入力された時
解説編の平均時系列

各講義ビデオの
ショット、具体

演習編で 7 ショットで

解説編では、ショット
ショット 45 の 3 ショッ
差が確認できた（図
全てのショットで、

講義の内容につい
では、時系列コメ

ショットの内容によっては注目度を
。 
51 の 1 ショット
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2 解説編の注目度の平均時系列グラフ

反応
（「ふむふむ」等）と意見（「優柔不断かな？」
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ドな課題に取り組む上で十分な知的刺激を
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その
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名の被験
。 
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ショット 22、
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（図 2）。
、統

講義の内容につい
時系列コメ
注目度を

ショット
このショ

ット
講義の内容に関する具体例を示す教授事象
では
よっては注目度を高める可能性が示唆され
た。
 演習編では
かった
ことが
考えている
 この実験の成果は
系列コメントの影響が変化することが明ら
かになったことにある
うな場面でその影響力が変化するのか
に詳細な場面設定をしながら分析する必要
はあるが
制する機能の開発に関する重要な知見を得
ることができた
 
(6) 
 研究計画当初は
(4)
ントの送信を促進したり
御システムを開発する予定であった
「研究成果」
った事実は
を提供するだけでは
トをほとんど送信
習者の知的な刺激や欲求を促進するような
時系列コメントはなかった
る。
者の時系列
ることが重要な課題である
験で得られたデータを分析して
かになった
 そこで
の課題
「研究成果」
結果を基に
の結果
 
a) 
b) 

解説編の注目度の平均時系列グラフ

ット 51 では、
講義の内容に関する具体例を示す教授事象
では、時系列コメントは
よっては注目度を高める可能性が示唆され
。 
演習編では、

かった。1 ショットの時間間隔が大きかった
ことが、差が確認できなかった
考えている。 
この実験の成果は

系列コメントの影響が変化することが明ら
かになったことにある
うな場面でその影響力が変化するのか
に詳細な場面設定をしながら分析する必要
はあるが、時系列コメントの送信を促進／抑
制する機能の開発に関する重要な知見を得
ることができた

(6) 時系列コメントの制御システムの開発
研究計画当初は

(4)・(5)で得られた知見を基に
ントの送信を促進したり
御システムを開発する予定であった
「研究成果」の
った事実は、単に時系列コメントの入力機能
を提供するだけでは
トをほとんど送信
習者の知的な刺激や欲求を促進するような
時系列コメントはなかった
。本研究の目的を達成するためには

者の時系列コメントの量・質ともに向上させ
ることが重要な課題である
験で得られたデータを分析して
かになった新たな知見
そこで、制御システムを開発する前に

の課題を解決する
「研究成果」の
結果を基に、この課題の原因を追及した
の結果、以下の4

 邪魔に感じる時系列コメントが含まれる
 時系列コメント送信に対する抵抗感
験がない、数が少ない

解説編の注目度の平均時系列グラフ

、実験群の注目度が高かった
講義の内容に関する具体例を示す教授事象

時系列コメントは、ショットの内容に
よっては注目度を高める可能性が示唆され

、差が確認できたショットはな
ショットの時間間隔が大きかった

差が確認できなかった
 

この実験の成果は、教示事象によって
系列コメントの影響が変化することが明ら
かになったことにある。各教授事象の
うな場面でその影響力が変化するのか
に詳細な場面設定をしながら分析する必要

時系列コメントの送信を促進／抑
制する機能の開発に関する重要な知見を得
ることができた。  

時系列コメントの制御システムの開発
研究計画当初は、「研究の方法

で得られた知見を基に
ントの送信を促進したり抑制
御システムを開発する予定であった

の(4)の学習実験で明らかにな
単に時系列コメントの入力機能

を提供するだけでは、学習者は時系列コメン
トをほとんど送信せず、送信したとしても学
習者の知的な刺激や欲求を促進するような
時系列コメントはなかった

本研究の目的を達成するためには
コメントの量・質ともに向上させ

ることが重要な課題である。
験で得られたデータを分析して

新たな知見である
制御システムを開発する前に

を解決する機能の開発を目指した
の(4)の学習実験
この課題の原因を追及した
4点の原因が明らかになった

邪魔に感じる時系列コメントが含まれる
コメント送信に対する抵抗感

数が少ない、他の人に見られる

解説編の注目度の平均時系列グラフ 

実験群の注目度が高かった
講義の内容に関する具体例を示す教授事象

ショットの内容に
よっては注目度を高める可能性が示唆され

差が確認できたショットはな
ショットの時間間隔が大きかった

差が確認できなかった原因であると

教示事象によって
系列コメントの影響が変化することが明ら

各教授事象のどのよ
うな場面でその影響力が変化するのか、
に詳細な場面設定をしながら分析する必要

時系列コメントの送信を促進／抑
制する機能の開発に関する重要な知見を得

時系列コメントの制御システムの開発
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。これは、学習
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実験群の注目度が高かった。
講義の内容に関する具体例を示す教授事象

ショットの内容に
よっては注目度を高める可能性が示唆され

差が確認できたショットはな
ショットの時間間隔が大きかった
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時系列コメントの送信を促進／抑
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単に時系列コメントの入力機能
学習者は時系列コメン
送信したとしても学

習者の知的な刺激や欲求を促進するような
ということであ
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邪魔に感じる時系列コメントが含まれる。 
コメント送信に対する抵抗感（経

他の人に見られる

 



などが原因）
c) 時系列コメントの内容は

偏
メント（制作者側など）はほとんどない

d) 講義の内容や
どのような結論に至ったのか
列コメントがない

 
 a)は
値観に左右されるので
必要がある
成果」の
することで解決可能な課題であると判断し
た。 
 そこで
定義を行い
デザインした
時系列コメントを
②思考を深化するモード
モードに区分し
がら送信する仕組み
 
① 思考を発散するモード
 ブレーン・ストーミングのように
いたことをどんどん送信することに集中さ
せるモードである
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